
降雨災害データベースに基づく災害要因の分析 
金沢工業大学大学院 学生員 ○廣瀬 歩※1 
金沢工業大学          正会員      木村 定雄※1 

㈱建設技術研究所     正会員      野村  貢※2   
１．はじめに 

近年，わが国では台風等による豪雨災害が多発する

傾向があり，北陸地域においても福井県豪雨等の大規

模な災害が発生している．図 1 は豪雨による道路の人

的災害を軽減するために，国土交通省北陸地方整備局

が定めている通行規制区間 1)を示したものである．通

行規制区間には，連続雨量を設定した一般通行規制区

間と路上越波や強風等にかかわる特殊通行規制区間と

がある．また，石川県では平成 2 年からセーフティロ

ードアセスメントと称す規制が実施されている．この

規制基準は，専門家による危険箇所の調査や過去の経

験的手法に加え，確立論的手法による降雨量と災害の

相関を検討して定められたものである 2)． 

しかしながら，この規制基準は近年の気候変動によ

る集中降雨では危険性の予測精度が劣り，その見直し

の必要が指摘されている 3)．また，予測精度の低下に

よる通行規制は市民の日常生活の経済的損失にも大き

く影響する．図 2 は通行規制によるこれらのリスクを

整理したものである． 

本報告は平成8年から18年の石川県における降雨災

害履歴データおよび平成 18 年道路防災点検データを

用いて，降雨パターンと降雨災害の種類について分析

した結果について述べたものである． 

２．降雨災害予測の基本的な考え方 

これまで，降雨災害の予測は降雨性状，すなわち連

続降雨量や時間最大降雨量などを災害リスク要因とし

てとらえ，これを通行規制の指標としてきた．一方，

近年の集中降雨などの地盤災害の傾向をみると，降雨

性状のみならず地形・地質の特性等も考慮して，災害

リスクの予測精度を高めることが必要となってきてい

る 4)．図 3 は降雨性状データと地形・地質特性に基づ

く降雨災害リスク曲面の概念を示したものである． 

そこで，本研究では石川県における平成 9 年から平

成 18 年までの降雨災害履歴データおよび災害発生時

から先行 8 日間降雨量データを用いて，降雨性状をパ

ターン化することを試みた．次に，平成 18 年度道路防

災点検の結果を用いて，災害現象の種類 5)を分析した．

本来ならば，地形・地質特性を定量化すべきであるが，

本研究ではまず，災害現象の種類から地形・地質特性

の大枠を把握することを試みた． 

 

 

 

 

図 1 北陸地方整備局管内の通行規制区間(平成19年度) 

 
図 2 通行規制において考えられるリスクの考え方 

 
 
 
 

 
 
 

 
図 3 降雨データと地形・地質データに基づく降雨 

リスク曲面の概念 
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３．災害発生降雨性状のパターン化と災害現象の種類 

本分析に用いたデータは降雨災害履歴 115 件分の情

報とした．降雨災害発生箇所の近傍の観測所における

降雨性状から，降雨パターンを図 4 に示す 4 つのパタ

ーンに分類した．すなわち，時間降雨量と先行 8 日間

降雨量の関係から，①後方型：災害発生の 2 日前に 70%
以上の降雨が集中しているパターン，②連続型：災害

発生の 4 日前までに 70%以上の降雨が連続しているパ

ターン，③前方・後方型：災害発生の 2 日前に 40%以
上かつ 6 日前から 8 日前に 30%以上の降雨が集中して

いるパターン，④その他：①～③に属さないパターン

に分類した．なお，先行 8 日間降雨量を 2 日間ごとに

分け，単位時間降雨量を 2 日間分として累積した．図

5 はこのようにして得られた降雨パターンを整理した

ものである．また図中には災害数および災害事象の総

累積降雨量の最大値と最小値をあわせて示している．

図中の縦軸は災害事象ごとの総累積降雨量に対する 2
日間降雨量の比を表している．これより，その他のパ

ターンは災害件数が 4 件と少なく，後方型，連続型お

よび前方・後方型の 3 つのパターンによって災害が生

じた主な降雨パターンを分類できる． 

次に，降雨パターンごとの災害現象の種類について

分析した．表 1 はその結果を示したものである．表 1

中の数値は降雨パターンごとの災害現象の種類の発生

比率を示したものである．ここで，一つの災害であっ

ても複数の災害現象が生じたケースではそれらを総合

して総災害事象数としている．降雨パターンと災害現

象の種類の関係をみると，すべての降雨パターンで崩

壊と崩壊沖積錐の災害現象が多い．後方型は落石の現

象が多くなる傾向があり，転石やガレ場の地質がこれ

にあたる．連続型と前方・後方型は岩盤崩壊が多くな

る傾向がある．  

４．結論 

本文では，石川県における降雨災害履歴および降雨

量データを用いて降雨パターンを 4 つに分類した．さ

らに，防災点検結果を用いて災害現象の種類と降雨パ

ターンの関係性を簡易に分析した．降雨パターンに応

じて災害現象の種類が異なり，降雨災害は降雨量性状

のみならず地形・地質特性を十分に考慮する必要があ

る．今後は降雨量性状と地形・地質特性のリスク曲面

の概念から予測精度の向上を図り，定量化する手法に

ついて検討する所存である． 
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図 4 時間降雨量と連続降雨量の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図 5 総累積降雨量に対する 2 日間降雨量の比 

 

表 1 降雨パターンと災害現象の種類 
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